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   This paper has two aims: one is to examine the significance of the two well-known “artist colonies” 
whose central members were Virginia Woolf (1882-1941) and Julia Margaret Cameron (1815-78). Both 
women are, first and foremost, famous for their innovative ideas in their respective fields of art, namely, 
literature and photography, and have frequently been referred to in the discussion of “modernism” in art 
scene.  
As Julia Margaret’s great-niece, Virginia naturally developed an interest in, and an affinity with, her 
remarkable ancestor though Julia had been dead for four years when Virginia was born. We can see Virginia’s 
affectionate interest in Julia, in the form of her two works, Freshwater: A Comedy with her great-aunt as its 
heroine, and Victorian Photography of Famous Men and Fair Women by Julia Margaret Cameron which 
Virginia compiled with Introduction by herself and her art critic friend Roger Fry. The other aim of this paper 
is to clarify the national identity of the British people by shedding light on “salon culture” (my words) which 
used to flourish through the 18th and 19th centuries and is still found in different facets of British social 
scenes. 
 
In Part I, the salon called “Dimbola Lodge” and its influence on Woolf ’s great aunt, Julia Margaret 
Cameron, the hostess of her salon and one of the most famous photographers in the Victorian era were 
considered. In part II, the Bloomsbury Group and its influences on Virginia Woolf, one of its two pivotal 
members and one of the greatest writers in the twentieth century, are considered. 
  In this Part III, Julia Margaret Cameron’s art of photography and Virginia Woolf ’s art of biography are 
considered in comparison. Also the national identity of the British people is clarified. 
 




―ふたつの「アーティスト・コロニー」を中心として― （ 三 ） 
A Study on Virginia Woolf and Julia Margaret Cameron with Focus on 




















女性は母親を通して過去をふりかえる（Ｖ．ウルフ）― 伝統、継承、そして創造  
ウルフは、女性に対する無理解や差別によって自己の内面の声を表現する機会を奪われていたヴィ
クトリア朝の女性作家たち、シャーロット・ブロンテ（Charlotte Brontё 1816-55）、ジョージ・エリ









































こういうさまざまな大きな特権（先述の 2 つの女子大学、1869 年と 1871 年のガートン・カレッジと



































＜ジュリア・スティーヴン＞（1846-95 旧姓：Julia Pattle 最初の結婚により Duckworth と改姓、 再婚に







ホルマン・ハント(Holman Hunt 1827-1919 )と詩






















は自分のために施したのであろう」と自ら記している。 （‘Past Sketches’ in Moments of Being  81） 
 
＜アン（アニー）・サッカレー・リッチー＞ （Anny Thackeray Ritchie 1737-1919 旧姓：Thackeray） 
作家ウィリアム・サッカレー（William Makepeace Thackeray 1811-63）の長女。姉ミニー(Minny)




図 1≪私のお気に入りの姪・ジュリア≫（1867）  
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な男性たちと美しい女性たちの写真集』（Victorian Photographs of Famous Men and Fair Women 
by Julia Margaret Cameron 1926）を著すにあたって、この伯母アニーの回想録に依拠している。
ついでに言うならば、ウルフが他にも依拠したのは、父の編集になる『国民伝記辞典』（The Dictionary 
of National Biography ）中のキャメロン夫人の項目（ウルフの母ジュリアの執筆による）、キャメロン
夫人のサロンの常連で詩人のヘンリー・テイラー（Henry Taylor 1800-86）の自伝、音楽家エセル・
スミス（Ethel Smyth 1858-1944）の回想記であった。ウルフはまた、キャメロン夫人と彼女のサロ
ンの常連たちを登場人物に据えた喜劇『フレッシュウォーター ―ある喜劇―』(Freshwater: A 
Comedy 1923 版と 1935 版がある)を執筆する際にも、かれらの身近な証人として、アニーの日記や書
簡を参考にしている。 
 
＜エレン・テリー＞ （Ellen Terry  1847–1928 三人の男性、すなわち、画家 G F  Watts、建築家・デザイ









部屋』（Jacob’s Room 1922）についてはその絵画的手法と映画的手法が、『灯台へ』(To the Lighthouse  




ウルフと写真      
 
まず、写真の歴史をざっと把握しておきたい ― 
カメラはフランスのダゲール（Louis -Jacques- Mande Daguerre 1789-1851）が発明し、その 3
週間後に英国の著名な科学者ファラディ（Michael Faraday 1791-1867）が、タルボット（William H. 




年にヒル卿（Sir Rowland Hill）が考案した 1 ペニーポスト、すなわち、1 ペニー均一切手による安
価な郵便制度と相俟って、肖像写真のやりとりが盛んになったこともあり、1841 年までにはロンド
ンの至るところにポートレート・スタジオ（’portrait studio’）が見られた。また、1844 年にはタル
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を弾ませるツールにとどまらなかった。実際、写真に熱心だったのはウルフだけではなく、姉ヴァネ
ッサ（Vanessa Bell 旧姓 Stephen 1879-1961) もまたそうであり、姉妹のスナップ写真は合わせて
1000 枚は下らない。また、人々は家族同士、親戚同士、友人同士で、熱心に写真やアルバムを贈り
合ってもいた。ウルフがいかに写真を重んじていたかについては、彼女の 3 作品、『オーランドー―












いの人生を共有することでもあった（Virginia Woolf: Photography and Modernism 8-9）。16 歳にし
て既にウルフは、アルバムは「思いつく限りの最良の贈り物である」と述べている。時に精神的病に
襲われるウルフにとっては、アイデンティティの危機に瀕したとき、写真は自らの正気を確認し、そ
れを他に向かって証明するひとつの ID カードともなったのである。 
ここに、筆者お気に入りの一枚の写真がある。それは、ウルフの両親が居間のソファに隣り合って





































































キャメロン夫人が写真を手掛けたのは 1864 年から 1879 年までの間だが、それから半世紀も過ぎ
た 1926 年、美術評論家・画家ロジャー・フライ（Roger Fry 1866-1934）はかれの評論「キャメロ
ン夫人の写真」の中でこう記している―「写真の地位は不確かで居心地が悪いものである。写真の有
用性を否定することはできないが、独立した芸術としてのステイタスをめぐっては未だ議論が進行中























のゴールを確信していたのであった。（Annals of my Glass Ｈouse 7） 






























































ソン伝』( The Life of Samuel Johnson 1791) 、そして、ウルフの父レズリーが発案し初代編集長を
つとめて完遂した『国民伝記辞典』（The Dictionary of National Biography ）を伝記的事業の最高
峰とみなすことに異論のある人は少ないであろう。バチェラー（John Bachelor）の言うように、英











ド英語辞典』の中の「伝記」の定義―「文学の一分野としての個人の歴史」 (‘history of individual men, 
as a branch of literature’)を出発点として自らの伝記理論を発展させている。また、批評家・大学教
授シドニー・リー（Sidney Lee 1858-1926）は、伝記の目的について、「パーソナリティをありのま






















ほとんどないであろう。（“The Art of Biography” 227） 
 





































視線を注ぎ、それらをして時代の記録者とせしめる日がくるであろう」（Colin Ford, Julia Margaret 












キャメロン夫人のサロンの常連たち ― 画家 G F ウォッツ（G F Watts）、かれの幼妻エレン・テリ
ー（Ellen Terry）、桂冠詩人アルフレッド・テニソン（Lord Alfred Tennyson）、それに海軍士官ジョ
ン・クレイグ（John Craig）、キャメロン家のメイドのメアリ・マグダレン（Mary Magdalen）、キ
65














































































































ウルフが継承したもの ― 母と娘 
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